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  ●事業計画策定にあたって

　１．平成１８年度事業計画策定指針（理事長）

平成１８年３月２５日（土）に、文京キャンパスにおいて平成１７年度定時評議員会が開催され、
「平成１８年度学校法人拓殖大学予算に関する件」が審議の結果、原案通り承認可決されました。
平成１８年度の事業計画並びに予算の概要は次の通りです。

リ ン グ を 目 途 に 実 施 し ま し た 。

ついて十分に検証し 、実行いたしま した 。尚 、経常費については厳しい財政状況下を
目標達成のため、既存事業をゼロ ・ベースから見直し、費用対効果の妥当性・適切性に
予算編成 にお け る 基 本的 な 事項 が示 さ れ ま し た 。 予 算 編成 に あ た っ ては 各事業の

事 業 計 画

平 成 １ ７ 年 ９ 月 ２ ２ 日 開 催 の 第 ６ 回 理 事 会 に お い て 、 「 平 成 １ ８ 年 度 事 業 計 画 策
定 指 針 （ 理 事 長 ） 」 並 び に 「 平 成 １ ８ 年 度 事 業 計 画 策 定 に か か る 重 点 事 項 」 が 承
認 さ れ ま し た 。 こ れ を 受 け 、 平 成 １ ８ 年 度 事 業 計 画 策 定 の 具 体 的 な 方 向 性 及 び

ない 。 こ の目的を達成す る た めには 、 教職員それぞれが自 ら の役割 ・ 任務 を誠実に
遂行する必要があり 、併せて教学面でのドラスチックな改革 ・改善と 、学生によ り多 くの

できる新しい教学システムを創出し、個性豊かで魅力ある大学を再構築しなければなら

大学淘汰の時代が始まった 。 このよ うに混迷の度を深める大学社会にあって 、本学が
２ １世紀に向かって生成発展するためには、建学の理念を踏まえ時代のニーズに対応

今日の私立大学を取り巻く環境は、ますます厳しさを加えている。長引く経済低迷と

と している 。そして今や四年制大学の３割 、短期大学の ５割が定員割れとな り 、深刻な
少子化現象の進行、大学間競争の激化などの状況の中で、いよいよ 「大学全入時代」を迎えよう

鑑 み 、 引 き 続 き 経 費節減 の姿勢 を 堅持す る と と も に 前 年度比 ５ ％ の マ イ ナ ス ・ シ ー

次な る百年 ” に向けた 『 拓殖大学ルネサンス計画 』 の一環であ り 、 並行 して教育機構

学外への発信も必要とされている。また、事務局においても、大学の教育と研究が最善の

が 必 要 で あ る 。 更 に 職 員 は 、 事 務 局 業 務 の 効 率 化 を 図 り つ つ 、 い わ ゆ る エ ン

付加価値 を付け て社会に送 り 出す こ と が 、 大学生 き残 り の た め の必須要件 と な っ て
いる 。 また 、昨今の大学に対して社会貢献とい う役割が強く求められているこ とを考え
る と 、 教 員に は社会的評価 を高 め る 優れ た研究業績 と 大学 の所有す る知 的資源の

効 果 を 上 げ 得 る よ う な 積 極 的 か つ 機 能 的 な バ ッ ク ア ッ プ 、 サ ポ ー ト 業 務 の 展 開

ロールマネジメントを担う立場として、大きく大学運営に寄与していかなければならない。現在、
法人にと一大事業である文京キャンパスの整備事業が粛々と進められているが当該事
業 は 、 単 に 文 京 キ ャ ン パ ス を リ ニ ュ ー ア ル す る だ け の も の で は な く “ 拓 殖 大 学 の

・システムの改革 ・改善が行われなければ、何ら意味をなさない。現在検討中の大学院

活動等を展開する上での不可欠の要件であることは言うまでもないが、そのためにも、より強
固な経営基盤 ・財政基盤を構築しなければならない 。法人の輝かしい未来を切 り開 く

ン ジ が 断 行 さ れ な け れ ば な ら な い 。 以 上 、 平 成 １ ８ 年 度 の 事 業 計 画 策 定 に 際 し

とって大きな転換期を迎えた今日、「総論賛成、各論反対」、 「議論あって、実行なし」の弊

見直しなど、種々の教学面における改変の取り組みについては、手を緩めるこ とな く確
実に断行しなければならない。このことは、他の設置校においてもまた同様である。本学に

新研究科構想 を 始 め と し た 既存 の研究科 の新 た な 展開 、 学 部 ・ 学 科 等の抜本的な

平成１８年度（２００６年度）事業計画について

風を打破し、今世紀のサバイバル戦に勝ち残るべく、法人としての総力を結集した果敢なチャレ

ての法人運営の指針を述べた。教育・研究と財政という両輪のバランスが、最良の教育・研究

べく、長期展望の上に立って、当面する諸課題の解決に全力を挙げて取り組んでいく所存である。



　２．平成１８年度事業計画策定にかかる重点事項（理事長）　

進に、法人を挙げて邁進する。また、この整備事業を始め、その他の諸施策の拡充ために、

あり「２１世紀に向けた拓殖大学の一大戦略拠点造り」として位置づける。この度の文京

実を図る。特に八王子キャンパスの施設設備の整備を引き続き行う。また、大学運営の全
てにおいて「学生本位」の視点を欠かすことなく、学生の大学生活満足度を高めるために、

（ ６ ） 本学に対する社会の理解 と評価を高めるために 、特に学生募集戦略に立った

（ ４ ）大学に対する社会的評価として、学生教育の成果や高い研究実績等が問われて

学生支援活動の強化・充実を推進する。

全学を挙げて取り組む。

するために、体制・システムを再構築する。

（ ８ ） 「 私立学校法 」の改正を踏まえ 、経営と教学が不離一体となった大学運営を行う
ために、ガバナンス機能を高める。また、意志決定の迅速化、合理化をより一層促進

日常的広報活動の一層の強化・充実を図る。また、これと連動し、本学に対する認知度・
知名度を上げるために、本学の有する知的資源を広く社会に発信し、現在展開されて

（ ７ ） 法 人 の 運営 方針 に基 づ き 、 各 設 置 校間 の連 携 ・ 協 力 関係 を 一 層緊 密 に し 、
一体となってこの厳しい時代に対応する。併せて大学においては、そのために入試制度の

いる公開講座（オープンカレッジ）などをより積極的に展開する。

先般の移転という大事業を経て、引き続き教育の改善と生徒募集の安定化に努める。

改 善 を 図 る 。 ま た 、 北 海 道短期大学につ い て は 、 厳 し さ を 増 す短 期大 学の 置 か
れている環境の中で、将来を展望した抜本的な施策の検討を行う。第一高等学校については、

とが最も優先すべき命題である。そのためには、大学院・学部・学科等、教学全般にわたる

いるが、併せて大学の 「入口 」である入試 ・学生募集と 「出口 」 であ る就職 ・ キャ リア
アップも重要なファクターとなっている。これらが相互により大きな効果を上げるべく、

（５）学生が充実した大学生活を送ることができるように、修学環境・福利厚生施設の整備充

間断ない改革・改善のための見直しを行い、その確実なる実行・実現に向けて果敢に

（３）文教行政の流れとして、「事前規制」から「事後チェック」へと進んでいることに鑑み、自己
点検・自己評価を引き続き実施する。また、第三者評価による大学評価制度に対応す

取 り 組んでい く 。 ま た 、 競争原理の導入に よ る配分傾向を強め る私学助成 ・ 補助
金等に対応すべく、研究力を高めるために諸制度等を見直す。

べくその作業を進める。

（ ２ ） 「 大 学全入時代 」 の到来に よ る激化す る大学間競争の中で 、本学が受験生や
企業等から「選ばれる大学」であり続けるためには、学生に対する質の高い教育を施すこ

健全な財政基盤の充実を図る。

（ １ ）文京キャンパス整備事業は、法人としての「拓殖大学ルネサンス計画」の具現化で

キャンパス整備事業第一ステージの着工を受け、全教職員が一丸となり当該事業の推



  ３．平成１８年度事業計画策定にあたり（事務局長）

   （３）大学基準協会の第三者評価を始め、広範な大学評価を受けるべく準備態勢に入る。  

   （４）大学院・学部・学科等の改革・改善に係わる事業

     予算編成に係る事業目標及び事業企画書の提出について」に従い、作業を行って下さい。
注 ） 「 理事長指針 」及び 「 重点事項 」等において 、特段のもの以外の 「 大学 」 と い う
表現には 、拓殖大学北海道短期大学、拓殖大学第一高等学校、拓殖大学日本語
学校も含まれていると解釈すること。

（２）より激化する大学間競争に打ち勝つための教育力、研究力、就職力、そしてこれが集約さ
れている“学生募集力”を強化するための、即効性のある具体的な提案・企画等の

         事業計画化への重点的予算配分を行う。

以上、平成１８年度の事業計画策定にあたり通達しましたが、具体的には別添の「平成１８年度

継続事業(経常分)については、平成１７年度当初予算額（平成１７年度終了事業を除く)の５％減
財政状況下にあ り ますので 、引き続き経費節減の姿勢を堅持し 、予算編成に際し 、

　 （１）引き続き教育・研究活動の充実、強化に配慮した予算配分を行う。

にて策定して下さい。なお、特に次の事項について留意され編成にあたって下さい。

観点からの取り組みを期待しております。つきましては、平成１８年度の事業計画策定・
予算編成の作業に際しては、これまでの既成概念にとらわれることなく、各事業について
「目標達成」・「成果・実績」・ 「費用対効果」の面などから、妥当・適切な予算計画となって
いるかを改めて部内・課内等で十分に検討・精査を加えて策定して下さい。また、厳しい

基本的なスタンス・指針を示したものとも言えます。ご承知の通り今日の私立大学の置かれている
環境は、「大学全入時代」の到来による、“定員割れ”という危機的状況下にあり、本学に
とっても決して他人事ではありません。教職員はこの危機感を共有し、一丸となり知恵を
出し合い、力を出し合って厳しい状況を克服するという強い気概が必要であり、是非この

平成１ ８年度の事業計画策定指針及び重点事項について、 ９月 ２ ２日開催の第６回
理事会において決定しましたので通知しますとともに、これに則り予算編成を行って下さい。
この理事長指針及び重点事項については、事務局各部署における予算編成作業の際の
単なる要領的なものではなく、学校法人拓殖大学を構成する全教職員に対する法人運営の



  ●平成１８年度事業概要

　　平成１８年度の主な事業は次のとおりとなっています。

　　　文京キャンパス整備事業関連

　　　教育・研究支援関連

　・ 教研ＬＡＮサーバ更新、スクールアグリーメント契約
　・ 事務基幹システム更新、事務用ＰＣ・サーバ更新
　・ 文京キャンパスオープン利用室ＰＣ更新
　・ 八王子キャンパスＡ館第２ＬＬのＣＡＬＬ化、Ｄ館ＣＡＬＬ教室サポート支援
　・ 工学部共通サーバ更新、工学部多円盤振動釣り合い実験装置更新
　・ ホームページ学内ネットワーク整備
　・ 子供理科教室開講

特別研究費、研究室机・椅子更新、政経学部短期海外研修
プログラム、産学連携研究センター共同研究費、諏訪工業

　 　　　　　　 メッセ出展
　・ その他

　　　学生支援関連

　・ 統合授業支援システムの構築（Ｗｅｂ履修登録システム、新・履修成績システム）
　・ 学生ＩＤ一元化管理ソフトウェア購入
　・ 八王子キャンパス通学バス学生負担軽減補助、高尾駅南口バス停整備
　・ 就職キャリア支援、障害学生学習支援プログラム
　・ 学生オピニオンリーダー（仮称）制度、ＴＯＥＦＬ・ＴＯＥＩＣ賞表彰制度、就職合宿
　　セミナー、学部新入生ガイドブック作成
　・ その他

　　　研究所・図書館関連

　・ 共同研究プロジェクト、研究所所蔵図書の整理、研究所公開講座新設
　・ 旧外地関係資料の整理再編
　・ その他

　　　施設・設備関連

　・ 八王子キャンパスＡ館５０人教室改修・１００人教室ワイヤレスマイクシステム設置
　・ 八王子キャンパスＣ館大教室プロジェクター設置、Ｄ館１０４教室プロジェクター
     設置
　・ 工学部棟空調機保守・修理
　・ 八王子キャンパスＡ館アスベスト粉塵測定・除去工事、Ａ館ほか耐震診断
　・ 八王子キャンパス管理研究棟バリアフリー化工事（自動ドア設置２ヶ所）
　・ 八王子キャンパス第一体育館外壁塗装、トイレ・シャワー室改修、床及び階段等
  　 補修、空調設備設置、体育授業用機器購入
　・ 扶桑寮リニューアル工事
　・ その他

　・ （継続事業） 

　・ 第一ステージ体育館等解体工事費、中央教室棟・南教室棟建築工事費、
　　既存建物のアスベスト調査費等、同整備事業に伴う受配者指定寄付金募集事業
　　経費



　　　設置校

　・ 北海道短期大学
    　経営経済科資格取得講座・就職体験講座、環境農学科農場公開デー開催
    　及び水田区画整備、校舎屋上防水全面改修工事、開学４０周年記念事業
　 ・第一高等学校
   　 特進コース合宿実施、小平市花小金井旧校舎跡地記念碑設置、課外活動専用
    　貸切バス導入による賃借料、八王子キャンパスグランド使用改修工事負担金
　・ その他

　　　その他

　・ 大学院地方行政研究科（仮称）創設費、大学基準協会認証評価申請準備費用
　・ 拓殖大学後援会奨学生奨学金の受け入れ
　・ 拓殖大学理事長杯サッカー・バレーボール大会、箱根保養センターの名称変更
　・ その他


